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オス マン 朝 は 麗 国 で あっ た の か 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 西洋 国家 は 、「 帝 
国 」 と 「 帝 国 主 義 」 と いう 言葉 の 相互 の 近 さ を も と 
に 、 歴 史上 の 大 き な 国 々 を 帝国 と 定義 し て いま す 。 
歴史 上 、 こ の 特性 に あて は まる 国 は 存在 し た こと が 
あっ た と し て も 、 一 般 的 に イス ラー ム 国 家 を この 名 
で 呼ぶ こと は 正しい こと で は あり ませ ん 。 今日 は 特 
に オス マン 朝 に ふ ざ わ し い 呼 称 に つい て 考え て 見 た 
いと 思い ます 。 特に 西 洋 の 人 々 は 、 こ の 国家 に つい 
て 言及 する 時 に は 、「 オ スマ ン 届 国 」 と いう 名 称 を 
用 いて いま す 。 し か し オス マン 朝 は 自ら を 帝国 と し 
て で は な く 、「 オ スマ ン の 箇 高 な 国家 」 と 呼ん で い 
た の で す 。 

帝国 に は 支配 する 側 の 
民族 と 、 虐 げ ら れる 側 の 民 
族 が 存在 する の で す 。 統治 
者 、 知 事 、 司 令 官 、 上 級 役 
人 な ど は 常に 支配 側 民族 の 
出身 で す 。 し か し オス マン 
朝 で は 、 宰 相 や 大 臣 、 和 将軍 、 
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ませ ん で し た 。 オ スマ ン 朝 
に は アル メニ ア 人 の 大 臣 や 
将軍 すら いた の で す 。 

天 国 で は 文 配 民 族 は 、 支 配下 に ある 地域 の あら 
ゆる 資源 や 富 を 非常 に 用 意 に 手 に 入れ 、 豊 か な 暮 ら 
し を し 、 支 配下 に ある 民族 か ら 搾 取 し て いま し た 。 
し か し 、 最 も 重要 な 使命 を アッ ラー の ご 命令 を 伝え 
る こと で ある と 見 な し て いた オス マン 国家 が その よ 
う な 政治 を 行なっ た と 主張 する こと が 誰 に で きる で 
し レ ょ うか 。 例 えば 、 オ スマ ン 朝 は イエ メン に 、 そ の 
地 の コ ー ヒ ー を 搾取 し 、 石 油 を 手 に 入れ る た め に 進 
出し た の で は な い の で す 。 そもそも 石油 は 2 0 世紀 
に な っ て か ら 発 見 され て お り 、 オ スマ ン 朝 は イエ メ 
ン の 石油 に 一 切手 を つけ て いま せん で し た 。 オ スマ 
ン 朝 は イエ メン で バー ブ ・ ル ・ マ ンダ ブ 湾 を 抑え て 
お り 、1 6 世紀 に は ポル ト ガ ル 人 が 、 そ の 後に は イ 
ギリ ス 人 が 紅海 に 進出 し マッ カ や マデ ィ ー ナ を 上 右 領 
する こと が な いよ うに と 多く の 列 教 者 を 出し て いる 
の で す 。 ま た イン ド 洋 で は 、 1 6 世紀 の 海 で 大 き な 
力 を 持っ て いた ポル ト ガ ル 人 と 戦っ た ビリー 船長 、 
サイ ド ・ ア リー 船長 、 ム ラド 船長 の よう な 水兵 た ち 
が 、 イ ンド や マレ ー シ ア 、 イ ンド ネシア か ら ヒ ジャ 
ー ズ 地方 に 巡礼 に 訪れ る ムスリム た ちの 安全 の た め 
に その 海域 を お さえ て いた の で す 。 1 5 6 7 年 、 マ 
ラ カ と アチェ の スル タン ・ ア ラッ ディ ン ・ カ ッ ハ ー 
ル の 要求 に 従い 、 二 生 の 船 と 何 百 も の 兵士 が その 地 





域 の ムスリム の 力 を 強め る 目的 で 派遣 され て いま す 。 
その 地域 を 手 に 入れ て 搾取 し よう と いう よう な 計画 
は そこ に は あり ませ ん で し た 。 

親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 帝国 に よる 支配 で は 
支配 民族 の 言葉 が 他 の 民族 に も 強制 され ます 。 例 え 
ば アフ リカ の 社会 を 考え て 見 て くだ さい 。 フ ラン ス 
の 支配 下 に あっ た アル ジェ リア と チュ ニ ジ ア で は 、 
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不可 能 と いっ て いい 状況 で し た 。 ソ ビエ ト 連 邦 に 
いて や も 他 民族 に 属す る 人 々 は ロシア 語 ed 
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語 を 他 民 族 に 強制 する どこ 
ろか 、 ク ルアー ン の 言葉 で 
ある と いう 理由 か ら 教 育 に 
用 いら れる 言葉 と し て 6 0 
0 年 近く デラ ビア 語 る 放 W 
て きま し た 。 ト ルコ 語 も アデ 
ラビ ア 文 字 で 書い て きた の 
で すず す 。 アラ ピア 文 ほ アラ 
ブ 人 で は な く ト ルコ の 書道 
家 に よっ て 最も 美しく 書か 
れる よう に な り ま し た 。 さ 
ら に オス マン ・ ト ルコ 語 で 
は 、 ア ラビ ア 語 起源 の 言葉 
の 数 が トル コ 語 起源 の も の より も 多かっ た の で し た 。 
アラ ブ 諸 国 を オス マン 朝 か ら 切 り 離 し その 地域 を 植 
民 地 に し 、 ア ラブ の 上 兄弟 た ちらちら に オス マン 朝 を 植民 地 
主義 者 だ と 教え 、 教 科 書 に も その よう に 記載 させ て 
いる イギリス や フラ ンス の 支配 者 た ちの 中 に 、 ア ラ 
ブ の 名 を 持っ た 者 は た と え 一 人 で あっ て も 含ま れ て 
いた で し ょ うか ? そ の よう な こと は 思い も よら な い 
で し ょ う 。 し か し オス マン 朝 の 多く の 支配 者 の 名 前 
は アラ ビア 語 起 源 で す 。 イ ギリ ス や フラ ンス が 教育 
施設 で 、 教 育 言語 と し て 英語 や フラ ンス 語 の 代わ り 
に アラ ビア 語 を 用 いる こと は 考え られ る で し ょ う 
か ? 英語 や フラ ンス 語 が アラ ビア 文字 で 書か れる こ 
と は 考え られ る で し ょ うか ? 

オス マン 朝 を 「 和 帝国 」 と 定義 し 、 そ れ を 「 帝 

国 主義 の 」 国 家 と し て 示す こと は 、 真実 と は 折り 合 
わな い 中 傷 で す 。 今日 の フト バ を クル アー ン の 、 過 
去 の 民族 に つい て の 非常 に 興味 深い 章 句 で 締め くく 
り ま す 。 「 こ れ は 過ぎ 去っ た 民 【〔[ ウ ンマ 〕] の こと で 
ある 。 か れ ら に は その 稼い だ こと に 対し 、 ま た あな 
た が た に も その 稼い だ こと に 対し (応報 が あろ 
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に よっ て 誉れ を 得 て い る すべ て の 個人 ・ 民 族 に 
ラー が お 慶び よく だ さい ます よう に 。 
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